
１．農産物⾼付加価値化の推進に関する調査・分析
○ ERIAに我が国の専⾨家を派遣し、個々の国の課題に焦点を当てて、インフラ、
投資、関連政策の状況を調査し、農産物⾼付加価値化を推進する上での
課題の特定及びその解決に向けた分析を⾏います。

２．政策提⾔を通じた成果の還元
○ アセアン＋３農林⼤⾂会合やアセアン事務局等への政策提⾔、及びグローバル・
フードバリューチェーン推進官⺠協議会との連携を通じ、アセアン各国の関係者
及び我が国の⾷関連企業と成果を共有します。

これらを通じて、
分析対象国の経済発展及び農⺠等の貧困削減に貢献するとともに、
我が国の⾷関連企業の進出に寄与します。

農産物⾼付加価値化推進によるアセアン各国内への
影響分析事業 【令和2年度予算概算決定額 24（24）百万円】

＜対策のポイント＞
東アジア・アセアン経済研究センター（ERIA）に我が国専⾨家を派遣し、農産物⾼付加価値化をアセアン各国内で推進していく上での課題や⽅策に
関する調査・分析を⾏い、その成果を共有することにより、対象国の経済発展及び貧困削減に貢献するとともに、我が国の⾷関連企業の進出に寄与します。

＜政策⽬標＞
・アセアン＋３農林⼤⾂会合を通じたアセアン10カ国との成果の共有
・グローバル・フードバリューチェーン推進官⺠協議会を通じた我が国の⾷関連企業との成果の共有

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

＜事業の流れ＞

国
東アジア・アセアン
経済研究センター

（ERIA)

拠出⾦

⽇本（100％）

・農産物の⾼付加価値化、経済発展と貧困削減
・我が国の⾷関連企業の進出の後押し

・ アセアン各国を対象として、インフラ、投資等の状況を調査。
・ 農産物⾼付加価値化を推進していく上での課題や⽅策について分析。

(東アジア･アセアン
経済研究センター）

政策提⾔ アセアン諸国や我が国の⾷関連企業と共有

専⾨家派遣

［お問い合わせ先］（１）⼤⾂官房海外投資・協⼒グループ（03-3502-5913）
（２）⼤⾂官房国際機構グループ （03-6738-6155）


